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特異日 

 

 2020 年の東京オリンピックの話題が盛んです。その前に東京で行われたのは、

1964 年です。このオリンピックには数々の名シーンがあり、その一つに開会式が

あるのではないでしょうか。1964年の東京オリンピック開会式は 10月 10日（土）。

「この日が東京の晴れの特異日だったことから選ばれた。」という話を聞いたこと

があります。（インターネット上にはそうではない話も出ているので、わたしには

これが本当かどうかわかりません。）この開会式を記念して、昭和 41年（1966年）

に 10月 10日が「体育の日」として祝日になりました。 

特異日とは何か。わたしは、教員になってから、行事

のたびに天候を心配する機会が増えたので、このことを

よく意識するようになりました。特異日とは、以下の

ようです。 

 統計的に、東京で「体育の日」に１mm以上の雨が降った回数は、昭和 41年（1966

年）から平成 28年（2016年）までの 51年間で９回というデータを示す人もおり、

このデータであれば雨が降らない確率は約 82％になります。これなら、特異日の

一つといえるのでしょうか。ただし、昔にさかのぼるとこの確率も変わってきた

り、日本でも場所によっては、天気の確率が下がったりするようです。 

話は変わって、先日ＮＨＫで「人工知能 天使か悪魔か」という番組がありました。

コンピューターに莫大な過去の気象データを取り入れさせ、そのパターンから

台風の進路等をＡＩに予測させるシステムを導入している会社があるとのこと

でした。気象予報士が、気圧や気温などから分析し台風の進路を予測する考え方と

全く違って、過去のパターンだけを基にするものです。確かにこの方法をやろう

とすると、コンピューターの方が人間よりもはるかに処理できます。たまたま

ある台風は、ＡＩの方が実際と近い予測が出たようですが、これには根拠はない

そうです。となると、これからどちらを信頼するとよいか悩みます。 

東京オリンピック開会式前日は、台風の影響で大粒の雨が降っていました。

【9月 23日（日） 市球技大会宣誓】→ 

【特異日】※出典 (株)朝日新聞出版発行「知恵蔵」より 

統計的にみて、ある特定の気象状態が現れやすい日。気象学的な原因は明らかでない。

11 月 3 日の文化の日の晴天など。  

(饒村曜 和歌山気象台長 ／ 宮澤清治 ＮＨＫ放送用語委員会専門委員 ／ 2007 年) 



開会式で五輪のカラースモークを空に描く予定だったブルーインパルスのパイ

ロットたちは、当日の青空に驚き大変緊張して飛び立ったそうです。（結果大成功）

開会式の中継を務めた北出清五郎アナウンサーは、「世界中の青空を全部東京に

持ってきてしまったような、素晴らしい秋日和でございます。」と表現しました。

明日からの３連休、祭礼、市民体育祭、理科作品展、技術・家庭科作品展等、行事

が盛りだくさんです。2000年のハッピーマンデー制度導入により、「体育の日」は

10 月第２月曜日(３連休)となりました。この連休に雨が降ると、10 月 10 日の

特異日を休日にもどし、行事を行ってはと考える人が増えるかもしれませんね。 

 

携行品（持ち物）に係る配慮について 

 

様々な分野で、印刷物はＡ４判が推奨されるようになり、

７～８年くらい前からランドセルのサイズ（幅や大きさ）が

大きくなりました。もちろん教科書等の教材もＡ判が多く

なったことにあわせてだと思います。教科書は、内容だけで

なく、学習指導要領の趣旨の反映、構成、色やレイアウトを含め、大変充実してい

ます。誤解をされては困るので申し上げておくと、教科書はその時代の要請に

合わせて作成されています。いつの時代の教科書がよかったということは決して

ありません。教科書は、いつもベストのものを提供してくれていると思います。

いろいろな変化があって、ランドセル全体の重さが重くなったという声が届く

ようになりました。昨今新聞紙上でも、この話題が掲載されていました。重さを

解消するために、「携行品を学校へ置いていく」ことの配慮が話題です。 

本校では、担任の先生が、これまでにどのような配慮をしてきたかを確認しま

した。これに加え、平均的な授業日の荷物の重さを計測してみました。多少学級

や学年により差はあったと思いますが、調べてみた結果が以下のようです。 

わたしは、体への負担がないようにしたいと思うと同時に、教科書等は大切な

ものであること、中学校で生徒指導の大変な時期に勤めた経験から、いたずらが

心配されること、小学生こそ予習や復習のやる気になりやすいころなので、家庭

学習、用具の準備の習慣をつけたい思いもあります。知恵を働かせていきます。 
 

・使用頻度の低い教材は学校に置いている。 

・探検バッグ、折りたたみ傘などは、必要時以外学校保管にしている。粘土、粘土板、

鍵盤ハーモニカ、絵の具セットは、使用期間に学校保管。 

・1 日に学習用具が多くなる場合予め数日に分けてもってくるように伝えている。 

・学期末や週末に持ち帰る用具は 1 日につき１つになるように指導している。 

・重いものや大きいものは保護者会で保護者に持ち帰ってもらっている。    ほか 

※9 月 25，26 日（平均的な授業日）ランドセルの重さ計測 １年生 3.4kg ６年生 6.0 ㎏ 


